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本報は 希: 鋸 の は 型 が製 材 作 業 の 能 率 増 

進、 就 中 挽 材 の 合 則化 の 上 に 甚 大なる影 

神 あるに鑑み、 技 簡北 村 義重 を して 北 海 

道 林 権 物 檢 年 所に 依 囑 調 缶 せ る 資 料 に 就 

き帶 御の 性 能 を 調 査せしめたるものにし 

て、 實 用 上參考 とな る.と 認め ら るる を 以 

て、 茲 に 時報 と•して 揭 ぐる こと とす。

北 海 道 林 ペ 試 ﾡ場 長

林ﾡ間1: 石 原 供 三
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本道に於け る 製材工場数は六百イﾡで主と L て道内生産の針濶葉 

財を資材とし、4消蛇脈木二西四十前立方糸を越すが、商々増加 

の迫勢を運 め 各工場と も 原木離に喘ぐ狀態であ る。殊に以近時局の 

影響は一層深刻に作用し、製材工場の統制、合などが呼ばるるに 

到ってゐるが、一方利用の合理的処約化の Lに必須であるべ3型材 
機械の装備、操業様式或は經理 方面に対し 参考と なる際的の責料 

のﾡ炎を見る こ とが稀で、従つてﾡﾡの進歩改神も十分と造行さか

る状態である。

妙に第ー著手•として本道に現布使用されつつある大割帶鋸の性 

他、特に齒型を調杏し、之が集約化の上に負荷すべさ關係を研究し 

斯 米上多少の参考に 資 し ブ； と 思 ふ ので ある。

木間布に閲し料を供せられし製材業者各位ﾡに施災、調杏の任 

に常られ し 北海道林加物檢今所所員 に對•「深 応の謝,ほ を 表す る 次第 

である。

I 調査方法

林応物校作 支所管内に於け る 各製材工場に於て、 ド記各項の調 

に北海道林ﾡ物ゆ所に 依止 L な。

>• 製材工場名、所

2. 銀身の 製作所名 及び商標

丄鋸身の厚さ

1 撥の大さ

5.すの幅

G. ﾡの長さ



7. ﾡ歯数

8. 線輪の回,博數及び送り速度

9. 材の種知 (現崎ﾡに よ る

10. 銀の平均使用期間 (日立してから次の目立はでの期間

11. 10の使用期間中に〜な材種(製品及び願木)

12. %の此型によ る挽材狀況の況察 C挽肌、抵抗、逆り合等)

13.歯側を脱宮しだるもの

II 調査工場
本道に於け る 動力 を有す る 製材工場は利十年度限行林米成紙 

に よ る と五百九十六個所であって、第機の種ﾡ別数を誉林M撃別 

にﾡげると、

ﾡ 林 順% 名
丸 4- 一帝一 鉱 FE 4

所 有 
工 場数 所 ィ 數 所 行

工 場 数 所 行数 所
工 場

行 
数 所 行 數

i m 7ラ 248 27 59 5

桁 111 1G 34 1 1 — —

供 知 安 2G 53 9 9 — —

室 W 2G 73 15 25 — —

札 幌 s1 25 64 102 7 9

浦 河 31 77 11 11 1 1

旭 川 10S 293 73 99 — —

ミ ﾡ 15 54 12 14 1 1
tH ui 別 10 28 10 1 n ・
稚 内 3 11 3 1 1

遠 幅 42 143 oo ・ 29 2 o 営
野 付 小 27 107 13 17 3 4

綱 旭 23 124 19 15 1 1

ﾡ 別 14 57 9 11 3 ・1・)

帶 k a1 80 14 1G 1 1

鋼 路 33 191 22 ?0 1 1

根 室 10 29 7 9 — —

後 G 21 1 1 — —

紗 那 1 4 - — 一

計 579 1,792 321 467 25 31

更に 中規模以 卜の工場 (木消費市5三丁立米以 止) を替林

*別に擧げると次の如くなる。

管 林 Mに
R 名 商im 締 山 (知 宣 M 札幌 i 河 旭 il u別 ﾡ内

工場數 1S 0 2 5 20 3 56
一

4 1

な 林 wに 野付年 納セ 滝別 鋼 路 根宗 國後 紗 那 at

Il揚數 17 6 9 4 6 16 3 0 0 1S3

本調にがける製材工場は百十三個所で、大部分中規模以 止のT 
場をんでﾡり、次表の様に全道的に適常に分布されてゐるから 、 

本訓の結県 よ ら 批判 しても除 り 過課はない と 思はれる。

部 部 
ーュ該

北 部
林 檢 交 所 @ エ・ 運 數 林検支所 孫画 所 f 工場數

商i f 10 fill 河 8 興 部 o ゲ

室 M 5 m 蘭 5 遠 10

小 ﾡ 9 旭 ill 12 野 付 牛 3

札 幌 5 名 寄 6 納 だ 5

界 見 澤 7 天 墨 5 帶 鷹 8

中 ッ 3 路 8

室 o イ

計 36 計 39 計 38

調工場名、住所、設立年月、動力、消費原木等は附衣に掲げて

WtV'eo

II 成 績

1. ・の製作所

本道に於て使用せられ る帶錦は人部分 スエ ー デンであつて、地 
的にれ てゐる 使用分布は次の如く である。
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商 會 名

南 ・
/商i仲、デ小\
(小 札ﾡ)
\岩深 ノ

中
/i河、

( 旭川、 
ﾡ、 
\

■
名4)
Hui/

北 5
/9、贏 \ 
( 野付止、綱) 

た、廣) 
ﾡ路、ﾡ宅/

at

仙川数 百分!仙川数百分 1数百分料 使 用 函分 日

スエーデン 
ク 
ク 
ク 
ク 
ク

アメリカ 
ク

イギリス 
フランス 

F 本

共 他

ィアガスター 
モソホース 
サ ンドビック 
ヘンホース 
クロスター 

ライチング 
r トキンス 
サ イモン ズ 
ス ペ Y 
ジ ャ クソン 
ベジョール 
ミ 禹 印 

稻 ﾡ 印

4
5
3

3

1

1

1

4

14

3.5
4.4
2.7

2.7

0.9

0.9

0.9

3.5

12.3

11
s

4
1

o ピ

3

10

9.7
.1

3.う
0.9

1.S

2.7

S.s

13
1
4
1

4

2

13

11.5
0.9
3.5
0.9

:.5

1.s

11.0

2s
1J

7
5
4

1

1

1
10

2

3

J7

24.7
194

0.3
4.4
3.6 

o.9 

0.9 

0.

S.S

1S

9 7

297

計 36 319 39 34.5 38 336 113 1000

調在総折及か ら 件付に、ﾡの さ 別に搬の大 3 さ の人、 

小、 ボ均価と、接の3 さをﾡのさで割つな商とを計算すれ

ば次の処 くなる。

2 •務身の農さ

調布総括よについて針、湖別に、乂各 M 域 (商部、部、北部)

每に鋸身の厚さ別調査數を分配すれば次表の如く なる。

\ 商市 部
/商i仲、年\

挽 雰 域 小樽、札幌)
\48- 岩見澤 ノ
材 さ7 - --------------------

« 3 18 19 20
ﾡ

河
川
照

7 C
C 琦

内
軽
湖
加
空
一 

寵

嶼

 

北
典
场
走
继

S 91

全

S 封

道

20

4 葉 樹 15 11 , 1 1 20 524 51 59 21

河葉樹 01 0010 3 S 1095 0

上炎によつてﾡると、木道に於けるﾡ場のさは 18 ゲー ジのもの 

大部分を 占め、針葉樹挽材に於て 72 6、ﾡ葉樹材に於て 84ッ8 k 

占めてゐる。地方的に見ると商部、中部、北部に於て大ﾡはないけ 

れ ども、南部が稍薄鋸を使用 し てる様であ る。

3 接の大きさ

泳 挽
ミ、 材 針 葉 樹 ﾡ 葉 樹

透 の人 さ /透の人 と、 我 り人 さ (我人
!4ルさノ域ヽ ハで \ ヽ、

(ージ)\ ロ、 働り厚さノ (em

商 飯 大 0 275 2.20 0.249 1.94
18 最 小 0.190 1.59 0.197 1.5S

//二 
iL 
meビ

ド 均 0.243 1.91 0.216 1.73

就 
山L

般 人 0.272 2.54 0.397 2.12
19 放 小 0.150 1.40 0.1S2 1.70

2 ボ 均 0 230 2.15 0.204 1.91

20 0.200 2.24 —

中 
部

17 0.305 2.07 —

0.30う/
沛 名 最 人 9.44 0.305 .2.44
河が 18 最 小 0.216 1.73 0.105 1.56

ボ 均 0.259 2.07 0.2S2 1.sG

最 大 0 239 293 0.235 2.20
旭u 19 小 0.200 1.S7 0.1s0 1.6S
川 不 均 0.219 2.05 0 207 1.93

北 最 大 0.290 2.32 0.295 2.36
く

/-一 18 最 小 0.213 1.70 0.150 1.20
付 

公
ボ 均 0.247 1.9S 0.217 1.74

丸ﾡ路 大 0.242 2.37
補 19 最 小 0.173 1.60 — 一

野字 \- ド 均 0.205 2.00 0.172 1.61

17 0.305 2.07 —

ネ 最 大 0.305 2.44 0.305 2.44
1S 最 小 0.190 1.52 0.150 1.20

平 均 0.250 2.00 0.221 1.77

返 人 • 0.272 2.54 0.235 2.20
19 小 0.150 1.40 0.1S0 1.68

道 T 均 0.223 2.0s 0 20C 1.87

20 0.200 2.24

( 4 )



投の大さ さは針ﾡ樹を拠 く にはﾡのさの約 2 f、ﾡﾡ樹の場合 

には 1.8倍となつてゐる、一般にゲー ジが品女るにﾡつて情相 ( 

は大き く なつてゐる。地方に見ると商部は小さ く、北部が之にH 
ぎ、中部はの 間にしてゐる。

ﾡの ささと ﾡのル さ の本調在に よれてるる 様な半が公であ る 

か否かは、目 立技術の巧拙 と 挽材樹 純の材質等に つて ﾡ な る も の 

であつ て、俄に決斷する こ との出來ない問題であるから、ﾡでは柳 
く 全道のド均位を抑げて4後の研究料に供L 次ﾡである。

4 . ・輪の大きさ

ﾡ崎の大 合さは60 吋の も のが最 も多く用川 ひ ら れ て 帰 り、46 I、う0 

吋級の も のが之 に次い でゐる。地 方的に 見 ばﾡ r 用 ひ て ゐ る Iは 

中部であって、南部が之に亜ぎ、北部は最も少い。

\W
鋸\域

の\

南
/i (ﾡ 
\澤

部 
m、者削、小\\ 

札りい、岩地)

li ¥5
/河、ﾡ、旭\ 

川l、名か、ﾡ) 
中ui別 ノ

北 g
/部、遠艇、\ 

付牛、納だ、ボ) 
、廣、鋼路、根军ノ

道

直徑 個数百 百分2担 個 數 百分ド 百 百分 百分担 仙数 百分ド百分特
时

42 3 8 2
%

1
6
3 6

閃 
印

44 3 9 40 4 11
)28

5 13 19 1

46 8 22 ラ 13
1

7 1s 20

50 3 7 1S 5 13 15 1-1

54

55

4 11
, 60

1

3

3

8
>71

5

4

13

11
66

10 ?
0

GG

GO 14 40 16 42 29 41 ャ7

計 35 100 100 38 100 100 38 100 100 111 100 100

I
獅\城 

鉱N\

南 5
/if、年、小\ 

お、札幌、見 \ ノ

中 (
/河、招、旭\ 

川、名寄、品) 
\ui別 /

北 *
/弾、艇、\ 金 道付牛区 
o、ﾡ!

だ、ボ 
へ根空ノ

L数 "か率 II ﾡ 百分 m 數 百介ド ! 數 白分
5.0

6
5 — S 一

ゲ
G.o 9 24 5 13 ・ 19 21 1S
G.5 — — — — o 5 o 2

7.0 11 29 1: 34 9 2」 33 29
7.5 5 1: 11 29 15 39 31 当7
s.0 11 29 9 24 ロ 13 95 22

計 38 100 38 100 58 100 115 100

6. ﾡ輪の廻韓

a) 大制ﾡの廻博数

本道に於ける大割ﾡの地ﾡ数は451-650 の範圍の もの約 S 割 

以上を占め、商5逃度のものは極めて稀である。全道不均に於ける廻 

N製を計算すれば586 となる。又地方的には南部から 中部、中部か 

ら 北部に速度の 大 さ 〜 も のを使用 してゐる。

區域 別廻 轉數 の 分 配一便 よ

I

納\ 

ﾡ数

、域

商 5
/ﾡ、者、小\ (お、札幌、岩見) 
\ ノ

中
/満河f 

川、名?
1中頓別 
m動

部 
マ前j、旭\ 

、シミ呪
ノ

北
/型 (営 部、何、ﾡ、 

牛ー、網走、帶 
、ﾡ路、ﾡ者/

道

1 數 百分率 百分準 數 百分 數 配み再
451～5う0 15

6
42 1s

6
49 15

・3
40 4s

%
43

551～650 20 56 11 30 16 42 47 42
6う1 〜750 — —— 5 14 5 13 10 9
751 ～S50 1 3 7 — — 4 4
S51～950 一 — 2 5 〇 2

計 36 100 100 38 100 111 100

5 .ﾡ 幅

全道的には幅の も のが多 く、7 及び 7.5 の も のが使はれ て

ゐる。地方的には南部は 7 、8 の も の も 多く、中部は 7 吋が

最 % 多 い。北部は 7 けが %多く、7.5 Iから 8 吋 と ﾡ減の)傾 前を 辿 

つてゐる。

錦輪の平均廻轉•數

南 部 t #| 道

劇 在 個 數 :6 37 38 111

平 均 価 573 i9s 5SG

( 6 )



b)銀輪の直徑と廻轉數

針、濶別各直徑每に廻轉敷の平均を求めて見れば次の如く なる。

銀輪の直徑と廻轉數

針 葉 樹 ﾡ 葉 樹
調 在 区 王 均 値 調 E 數 平 均 (

g 
42 4 663 2 660

44 o 6:9 4 55:

46 15 605 6 6s9

50 11 60:; 4 635

54 7 502 ・・】 570

55 3 G07 ・ 3 G7

60 31 550 10 50

本に よつてリら かな 様に、廻轉數は直徑の昂 女 る に従つ て 小 と 

なる傾向を示してゐる。

c)錦の厚さと廻悚數

針t、ﾡ別に、メﾡのさ何にﾡ情数の小均を求めて見れは大の如 

く な る。

ﾡの厚さ と廻問数

納 の 厚 さ 
(ゲー ジ

針 葉 樹
- マ- 、

樹
画 ﾡ 數 王 ﾡ 値 數 均 価

1 650 — ,-

58 579 27 568

20 610 6 665

20 1 750 — —

17 及び 20 ゲ ー ジの調在数少爲正価な数価 を表さないけ れ ど 

も、一般にゲージが大となる に從つて 廻轉數 も 亦大 となる 傾向 を 示 

してゐる。

述 り 速度 と は木材が實際に切斷せ られる迷の ことであつて、製 

材せんとする木材のﾡによつて巣なるは勿論、錦の曲型、目立の巧 

拙、動力の大小等によって異なるものである。一般に挽高一吹、長 

さ十二呎の材を挽く を一通しと云ひ、之に要した間を以て遊り迷 
度を表して居 り、又通し數を以て能率を表してゐる。

如
今、針卜湖別、地方限域毎に送り 速度の平均を求めて 見れば次の 

く なる。

W 域

南 ¥5
/sif、尚、小\ 
( お、幌、見) 
\ ノ

l 部
/河、留j、旭九\ 

川l、名が、空 
中ii ノ

北 科:
/、何、野\ 

付小、網だ、ボ 
\、ﾡ路、根デ/ノ

金 道

M 数 ド」価 個 數 ［不均価 個數 ド均価 ( 数 ド均価

針葉樹 14
羽

12.2 当
お

1o o1 ・ 28 10.9 66
秒

11.6

ﾡ ペ 樹 9 11.4 _ s 11.8 13.1 39 12.2

送 り 速度は鋸の尚型と密接な關係があるので•、齒型と關聯して速 

度 の 大小 を 論一ザ るのが年 であるけれどる、本間 は木道に於ける 

大勢を知らんとするものであるからW く 曲型と切.離し、前表に よつ 

て大間:に於て針、濶共十二秒を以て本道に於ける送り速度の標準と

倣しな。

8 大割帯の歯型 .
a) 尚各部の名利

齒型各部の名稱は次の如く である。

7. 送り速度 b) 歯型谷部の性能

8 ,



歯出 : 歯出の大小はﾡと働川排除のからぢへる と、兩者兩

しない災求をなしてゐる。卽ち鋸斷に於てはし距が小となれば枕 

材中に働く 歯の数が多く な り、齒一枚に對する抵抗が少く なり 歯の 

保持力は大となるも、鋸層排除力は減少する。故に一般に波用の多 

atを災する場合、例へは拠幅の大き と さ、以はﾡﾡ川の と a 等 

に於ては齒矩を火3 くする必要がある。

齒高: 齒高は幽の強さに影響を及すものであって、特に衡距と 

の 比はﾡ さ を 批制 す る標準 となる。卽ち 此の比が大な れ ば強 さは 

少す る。

齒喉: 歯ﾡ面ﾡの大小はMﾡ排除に影響がある。齒喉面積が過

小であ ると9 はﾡは歯ﾡに十分 に攻容 し 得られな〜 でﾡ端のイi 

に溢れ出る。依って十分な送り 速度を保持せしめるのに 岬媒と な 

る。

歯勤: 歯4角が大含ければﾡ所を幅快な らしめ挽肌も亦央好

であるけれども、齒の強さは弱くなる。小さければ之に相反する。 

故に齒釣角は樹種、齒型、遊り進、ﾡ退等にょつて定まる一定 

の範圍がある。

歯端角： ﾡﾡの働か ら 觀れ は小 さ 〜ﾡ能求大 awけn ども、ﾡ 

齒は脆弱 と な り 加li し 易く、曲端の磨滅速かと なる。 大 ば之 

に反する。

齒背角: 歯背角が過小であれば木材 と し•背との摩擦の爲に發熱 

し 乂所要馬力は増加する。歯背は大だ 合 〜ﾡ働ﾡと ﾡ排除の聞か 

らは有利である も、歯動及び崎端に よ、つて必然的に決定せられ 

るものである。

C)齒型各部の大きさ

本調工場 113 の 中 優良 と 認め られるものに燃〜 て 樹価別、ﾡの 

厚さ別に齒型各部の大と さの平均を求めて見れば次表の如く なる。

齒型各部の大？ さの下均価

樹 城 に 先 
工地数

ﾡ厚さ
(ゲージ 歯端 尚的 ﾡ 拒 

(Cm)
尚 7; 
(cm)

齒 卵 
尚商

針 葉 樹

52 1S 15°30' 39° 35°30/ 4.1 19 342

19 19 10°131 :32°29' 3.s 1.2 ・ 3.16

ﾡ 葉 樹

o- ・ a IS 15° 37o 38 4」 1.9 3.42

う 19 1se1s 40°0 :1°30' ・ 39 12 3.25

止衣に依つてﾡれば歯出は針、消を間はず18 ゲージは 4.1 ﾡ、19 

ゲージは針葉樹3.8梅、濶葉樹3.9極となって居り、乂歯高は針、濶 

及 o さ の 如何 を 問 はず1.8ﾡわ示してゐる。

d) 大割帶鋸の效率

製村作 ﾡに於 て ﾡ材の 仕をなした 間 に 働 〜た、歯喉の 總面績 に 

對するギ際にな した仕事の大？ さの商分料を鋼歯の数率と云人ので 

あ るが、此の数料は大 ? 〜ﾡ仕の能半が大さ いのは勿論の こ と で 
ある。此の效率に影響を與へ点,因子は送り の速度、鋸歯の此鈍、形 

狀、大小等である。實際の挽材作業に於て木材の一部は鋸歯の為に  

搔3截られて鋸層に變化し原容積よりも著しく膨大となるから、如 

何なる場合にあつて も錦齒の效率が 100。となる ことはないのであ

る。 多くの制聴によると08 を以て最大と看做されてゐる。

介全道 113 の工場から集めた調杏表と 齒型と に基づいて鋼輸の廻 

M败と鋸歯數から一分間に廻轉する鋸歯數を求め、曲型から ブ ラ = 

メーター を用ひてﾡﾡ一枚の商ﾡを求め、此の兩者の相乘積を 

以て一分間に働く 歯ﾡ面種と し、ター方 り 速度から一分間に實際 

に 切斷する面積を求め、共の比ﾡち数料を計算すれは附求大制ﾡ鋼 

歯型表に揭げた效率の数値と な る。

斯様に し て求めな数本は縦ﾡ上40 6 を:最大とするから、此の數値

(10) ( 11 )



に近い 歯型であれ ば優員 であ る と 依 して 差支 な o 様な 地か
ら優良曲型を抜萃すれば次の如く なる。

・優 良 歯 型 表 (附ﾡ刑ﾡ照)
針 葉 村

関 刑 
番 りた

調査工 
場番易 鉛 身 製作 所

の
: ミ

(ゲー ジ

次7期( 
川市 
(r2 (Cm)

ﾡ 高 
(CI)

尚2t 
路 商5

效 消 
(%

1 1 フアガスター 18 180 4.4 1.2 3.67 os

モンホース 1s 100 4.3 1.3 3.:1 42

3 55 アガスター 1s 110 43 1.1 3.91 41

4 59 1 150 4.5 1.4 :.91 •10

5 71 モンホース 19 120 3.9 1.2 ・の-・ノ・←"ノ 37

6 S2 ノ アガスター 1s 180 o o "・ー 1.2 9.07 40

7 92 1S 120 4.1 1.3 3.15 40

s S サ ン ド ビッ ク 19 90 2.4 0.9 9.G7 :ッ7

9 112 サ ン ド ビッ ク 90 3.4 1.: 2.09 3n

10 S5 フ アガスター 1s 90 4.0 1.1 :.04 49

・ 11 S7 フ アガス タ - 1s 150 4.0 1.2 o oo・»4・)・» •10

12 113 モンホース 19 120 4.0 1 3.08 12

葉 樹

尚 刑 
番 2

刷森工 
場番易 ﾡ身 製 作 所

鋼身の
M さ

(ゲージ)

両売価 
用川 
(分

ﾡ 卵 
(Cm)

齒 75 
(CI)

M 2
幽 商5

效 ポ 
(°%)

1 27 モンホース 19 75 4.0 1.1 4 "9
2 52 アガスター 18 120 4.3 1.4 3.07 97

3 as ヘンホース 18 150 4.1 1.3 3.15 49

4 70 ノ アガスター 10 120 3.7 1.2 3.0s 39

5 77 18 120 4.0 1.0 4.00 :7

附 表 及 び附 圖



調 査 工 場 名
工場 
番究

1
2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

13

14

15

10

17

18

19

20

21

22

2:

94

25

林校 
多所 製村工場名

商

天 四 方 製 材 所 

木 鳥 製 材 所
坂 本 製 材 所
服 部 製村所 
ﾡ 侍 製 # 所

井村製材所 
昭和製材所 
秋山 木材画 簡製 # 所 

久 伴 m 製 村 所 

山崎製材所

室
木 村 木工場 
丸 山 木工場 

价 途木工場 
苫小 * 王 子 挽 工 場 
早來製材所

小

裕

河 上 製 材 所

勝納製村所 
津 m 製 材 所

市 村 製 材 所

山 崎木工場 

髙谷木工場 

藤川木工場 

厚谷木工場 

7 t 木工場

札
ボ 原 木工場

大 島木 工場

小 熊'木 工 場

伊藤組木工場

大 場 木 工 場

住 所

商if市常前町ー ヒヒ
ク 川町
ク ハ幡町九ニ

ク am町
ク 茶町一四八
ク 火後町四八
ク 古川町六O

函館市外他山字港一九五 
Lﾡ邪上ﾡ町字七里油一 

三ヒ
福山郡江差町が老神町

削市中町
ク 海津町
方珠郡伊達町大字網代町

吸ﾡ郡苫小牧町
ク 不村早米

小お市開運町-］日 一番 
地
小冠市勝納町七番地
ク 何業町ー二番地
ク 勝納町二番地

歌家郡熱郛村字白井HI

ﾡm郡東仙知村

ク 北茂 別村

#内郡内町

ﾡH邪仙知村

札幌市北係東六］目

ク 北五條束四丁目

札幌市外琴似村

札幌市北三係東八丁日

ク 北四條東二丁目

(14

製 村 工場名 仕: 所

設 r順 木 
年 月 消費

iiia 
10,700

4,900

明43. 5 12,600

m 5. 1 7,250

今 9.11 19,100

クS.S 050

大 2. う 2,S70

m 8. 3 4,800

] 45. 9 22,149

大 9. S 6,3:6

大 2.11 S,S20

クS.5 99,354

ク 14. s 6,5ラ分

ク 14. S • 7,000

I110. 9

大 G. う 1,2コ7

ク 5. 1 "s1

ク 11. 9 :,ラ55

ク 15. 5 1,290

大 9. G 7,000

明 43.5 4,450

大 13. 9 12,973

IJJJ 42.10 19,5:0

ク 41. S 6,300

所
•M；

要 代 
力ﾡﾡ

バ JO

S0

ク 94

茶 100

元 75

--- ----------

労) a

S
 
1
 
14
 
2
 
3
 
2
 
2

三4 ﾡ所 木村 
炭用汽船中央木挽所

: ル 4り地 村 工 場

北海道村ﾡ 式 令 i:

流 川 木 担 工 場

艮 i 木 工 場

バ 別 木 工 場

7- •阪 木 工 場
•味 0 製 村 工 場
沛 卜 木 工 場

ﾡ 滿 木 工 揚

ル w;4 村 工 場
件 .崎 木 工 場
左 谷 木 工 場
行i 崎 木 工 場

M m ﾡ 村 所
水 野 製 村 所
m訪木 村 株 式 令 刷

久景村所

江 野 製 材 所

北 海 木 村 相 式命 ﾡ
小 泉 製 村 所
松 岡木 村小 株 式な 河:
近 文 工 場
小 上 木 . 場

埸
場
場
店
所
揚 

エ
エ
エ
材
材
工 

木
木
ス
ス
製
木

組
美 

藤
川
藤
佐
川
川 

密

III
伊
卞
深
旭

村
松
安
宇
朱

上 不 工 場
岡木 村」株 式 令

足 li 工 場
(に: 木 村店
納内 製 材 所

2邪砂川町上砂川

タ ﾡ郡 グ 町魔ノ 谷
2郡砂川町

油川町r西初
2却別村上別
ク ド

球0邪の村 岡I!村 
デ新の村
様のﾡの村人デ海村 
三:行i :行村"r泳価

旅の』の村人r挑村 

研内叩内町
沙郡ハツ村デi川l町「
ク 下村
ク 人荷負村

冊前郡岡前町 
前前W前前村r州期 
m前郡部防町
ﾡモ郡モ町

苦前郡羽幌吋

旭川市一係西四丁同 
ク☆ドニO丁ロA一戦 
ク 述文村-九］同

L川邪英村市行
空::n郡空は野町ド富村野 
朝円 通
2知邪i費野町布
ク 市小野村格合

雨前郡深川町
旭川市省下一四 yロ 
L川郡諾ル村
ク 愛別村公足li

雨前郡媒加内付朱料内

( 1う

設 立 原 木 所
.呜

要 
力

ﾡ 供 數 
LT高T転ド 月 消費i

市 j
人 S.1

iis 
う,900 50 9 1 一

ク 9.19 1,700 ク 920 5 n ・ 1

] 2 20,011 2io 10 ・・» 1

— :3,05G 武 50 。 1 —

— 4,7u4 株 50 ・) o •»

I 10. 1 9,n00 ク 70 G 一

人10.9 4,4S1 ク 20
10

〇 一

ノヾ 1:. s 1,S7S ※ 1 —

I 9. 3 4,G91 元 50 1 一

人 19. 9 1,05う ク 3ラ 1 —

I 7.10

人 2.10

2,119

G,1;4 ※

40

67 o・) 1

——

G. 2 5sS 電 15 1 1 ——

ク2. 9 G,997 蒸 ・ 1 —

ク 10. 1 817 ク 1; 2 1 —

I10.1 10,05 ※ 50 3

大 15.10 1,590 .ク 30 o 1 _

— - — — '一

W 12. 9 2,176 50 2 1 -

大 13.12 2,34S ク 45 3 1 —

人 2. 3 

49.9

I 9. G

人 s. 4

◇ 14. S 

ク 12.19 

リ] 40. 9 

ク 49.12 

ク -10. 7 

昭4. 5 

大 19.12

II S.う

2,650

19,440
15,600

11,490

10,3:;,

9,915

12,700

4,100

S,100

6,400

11,30S

5,S40

住
ク
ク
蒸
ク
迈
蒸
電
蒸
ク
徳
ク
ク
蒸
ク



製村工場名 住 所 設立 
年 月

原 木 
消”高

所 延
出 力

北名木工場 L川邪名町丁 →条市三 
J同

年 刀
人 S. 2

m3
G,50 ※ 75 ■1 1 -

士 別 *工場 上川l郡:別町四四元 — — — — 一 .

i海 光*工場 ク 西四條五顧 昭 7. G 5,m7s 40 1 1| 一 1

鈴 木 木 工 場 ク 人 3.11 10,101 76 10 I

松 i 製村所 t川l邪深町松町一番 
地 49.3 11,5S0 ・ 190 。*

ド 川 *工地 L/lIxE ド川村下川市街 ク S. 4 7,540 75 4

菊井木工場 製郡製町 I S. S う,5G2 蒸 Ss 10 2 —

九衛 別製 村工 場 ク 別村 — — — - 一

松 i 木 工 場 ・l川スp"川I村久 ク.7.19 12,000 ク so 1 —

君 #*r場 天臨郡幌延村間寒別 12. 2 1,S00 ク 45 1 —

ミ 高製 村 工 揚 ク 勝高 ◇ 15. S 3,:05 ク 50 分 1

新 高u別 製 材 所 核郡"a別村 大 G.2 11,5分 蒸 75 4 3

上 幌 別 木工場 ク ﾡ ﾡ村r上幌別大線 ◇ 6.10 G,iうう 40 o) 1 --

猫 ﾡ 製材所 宗谷郡後拚村字飛抑 ク 11.10 G,944 電
87
7.5 4 9 1

沼 H 木工場 紋別郡興部村興,サ•市街 I 3. 9 1,900 電 15 。 1

= 浦 木 村ﾡ式合 it 北処図名術ﾡ戸小 ク 2.10 S,412 蒸 24.5 3 2

資藤*工場 紋別邪何町 人 S. 9 7,S05 ※ 102 • —

伊 藤ﾡ木工場 ク 流ノ上村 I 2. 7 10,400 ク 120 ■1 —

ロ 木工場 — — - —

石 井 木 工 場 ク ﾡ何町九ﾡ布衛 - — - -- — 一 -

仲廉木工場 ク グ10. s 5,349 電 G0 5 1 ■—

早 川 製材所 ク 上初別村字初 今 3. 4 4,906 ク 40 3 1

森 木工場 ク 終別町 大 7. 2 4,200 30 3 1 —

濁 川製 村 所 ク 油 L村ﾡ川 I 8. 7 5,305 50 6 —

上 尚 滑、製 村 所 ク 油•滑利/上洛滑 人13.6 5,907 ク 75 6

布 田H 木工場 ク ﾡ艇町"市書 ク0.5 4,994 60 6 1
( 16 )
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室
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5
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1
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,

97l
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阅
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10si
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自
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,
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の
g
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製 村工場名 仕 所 設 r 
正 月

j：i 木 
消費7

所要 
馬力

4 費 数
丸 I芾 転

=: 井 4 ホ
f 邊 菜. 製 村工場 常郡ﾡ没帯町

下 n 
1:.12

m3 
17,317茶 130 2 2 2

t 藤 組 木工場 ク 注 戸村 ク 3.12 11,811 120 5 3 1

年 株 木 村 ﾡ 式 合
野 付 木 コ： 揚 野付小町ﾡ"ニーO番地 ク 15. 5 7,735 75 5 2 —

秋i川木村ボ別製 村 所 渕走郡沖•別村字沖:別市街 w :11 19,927 145 3 3 1

4行木村部木核梨村所 ク ・デ本枝 大14. 4 S,350 ク o 1 —

小 林 木 : 場 3り!郡小清水村ヤト.!し鴻 昭 6.10 G,G7: ク 79 1 4 1

金 i 木 工 場 ク ～9.ラ 6,591 ク so 4 1 —

新宮 商 行美 幌村所 製町 ri版 クS.G 11,907 ク 75 7 o —

ﾡ 式合 i Il商i 合
本 別 木場 川I郡代別村ず本別 人 0.4 10,553 誼 125 12 2 1

栗原木工場 足術郡別村 クG.7 940 蒸 40 13 1 —

金浮木エ 揚 ク ク5.S G,050 ク s5 5 1 1

工木工場地 " ・小利 クう.4 601 ポ 15 4 1 —

小 利ﾡ 村 工 場 ク 10. S 2,5:1 蒸 
ホ

95
30 6 1 1

岡崎組本別 挽 村工 場 中川那衣別町本別 I 9. 9 2,811 ※ 50 5 1 —

本名*工場 ﾡﾡ市市四徴じ番地 ク 10. 9 10,32S ク 100 9 2 1

加 納 製 村 所 ク 西元係市 ・三丁日 4 9. 4 2,084 ク 73 3 1 —

簡 製 材 所 川I邪み子m村ﾡ子m市 
街 m 8. 4 3,331 屈 70 G 1 -

佐 々 木製村工場 川 Lﾡﾡ茶村ルル ラ ン 
三四 ク 10. 7 2,721 25 3 ■1 -

北海拠村 合社令 刷: 厚岸郡厚岸町河知叮 明 3S. 9 5,300 50 — 2 —

北 海 道 木 村
防 川 株 式 會 F: ﾡ市旭町じ○番地 大15. 2 18,710 ク 120 3 3 —

古 岡 製 村 所 ク 村木町九四番地 ﾡ s. 6 6,306 58 4 2

式 m 製材所 ク 幸町九丁口二番地 ク 4.12 578o ク 55 4 2 —

鈴木製村所 ク 黒金町一三丁日三 
三番地 大11.9 5,802 蒸 75 6 o 1

立 野製村所 ﾡ路市旭町 □大番地 昭 2.11 6,160 ク 64 5 2 一

北 海 木 材合を令 At
根室吋字常盤吋： 1-回 九 
番地 9. 2 G,G15 蒸 100 9 2 —

仙体製#合 名 會 根町中町二○番1 人 2. 4 3,951 ク 05 5 1 一

17 )



調査總括表

(18)

製村 
所名

製 作 
商i f 名

ダの 
さ

ﾡ の
大さ

納 幼の 歯の 
そさ 数 數

送 り 
逃ル i 村 和加

ﾡ刑に k る 
挽 村村f計

尚ﾡv
(i )1) 
羽 lilj

ﾡ村

型と

1
パージ

18
cm 
0.372

cm
17.S

cn, 
S7 215 570

n 尺
1 0.う 

12秒 ス ド —
・ 8 分 

no ﾡ不

o サ ン ド 
ウイック 10 0.240 15.2 so0 215 S00 12 0.S

15 エ ッ 板 5..5 90

19 0.340 15.9 810 22G 620 12 1
10 ス ド 1G

石
10 120 A

4 1S 0.150 17.S ns1 2S0 5S0 1:; 1
12 に ペ 松

ィ; 
9-10 7-S 90

5 18 0.270 20.3 9Go 9:0 550 13 1 
9 I. ド 7 G.5 120

G 19 0.150 15.2 S29 215 G00 12 1
12 ス ギ G-7 5-G 120 n

7 1S 0.240 17.S S50 225 G50 12 0.S
12 エ ッ 25 20 120

サ ン ド 
ウイック 19 0.227 203 97S S5 12 1.1

16
エゾ、 トド
ス ギ

1G.2 板10.S 90

9 19 0.249 20. S3 231 500 —
ド、 エッ

ス ギ 
カラマツ
丁 カマッ

板 9.02 6O

10 ア ト
キンス 19 0.240 15.2 74G 200 550 12 1

20 ス ド s.; r* ・» 90 R

11 18 0.242 17S s0o 201 530 1
9 ﾡ J 他 ﾡ 9.4 G.0 so n

12 フアガ 
スター 18 0.242 12.2 700 ISO 520 12 1

11. ﾡJ他 ﾡ 15.0 S.9 120 n

13 18 0.275 12 2 547 180 G00 エ ッ 0o ベ

14 サン ド. 
ウイック 1S 0.225 20.3 091 oon・ー" 570 12 1

S ﾡ他 淵 33-42 — 120-
150 艮

15 1S 0.203 20.3 970 990 450 12 1
10 ﾡ仙 淵 15

・
7.0t> n n

16 1S 0.242 20.3 975 217 5:0 12 1
12 ト ド 9う 21 1°0 小

17 スペヤシ 
ヤクソン 1s 項0.227

条0.167 90.3 970 92S
(年5 

60
330

12 1
14 ナ ラ 3s 板 13 120

18 スペヤシ 
ヤクソン 18 0.200 20... S94 232 550 12 1 

1 ナラ、 カバ
ア カ ダモ

19 板 12 120

19 1s 0.197 17.8 7SS ISO 650 12 1
15 ナ ラ 20 板 S 90 代

20 モ ン
ホース 1s 0.231 15.2 709 10 5う0 ト ド 4.5 板 3.17 Go

1

( 19 )

升, 製 作 
商 會 H .さ

ﾡ の 
人 さ

納..
Ni そさ ェ

间神 
数 逃 堀 材 林 類

「に よ ③ 
把 付材t

•バ 木 製 品,

曲型•D 
' 111 
期 i

村 
ノ狀 
況

91 ス ベャシ
V ク ゾ ン

ゲージ 
1

Ci 
(.210

Cn
1う.2

Cn
7:9 195 600 ■ I ド

石
10

石
板 う 120 貴

pn** 1S 0.212 15.9 74: 94:; 650 _ ト ド 10 板 6 1S0

2: モ ン 
ホ-ス 1s 0.242 15.2 7S7 203 600 12 1 

13け
I ド
エ ゾ 10 何 s 120 J

24 1s 0.342 15.2 773 200 500 12 1
10

I ド
エ ゾ s m 6 00

27 グ ロ 
スター 19 0.212 20.: 970 21: 010 19 1

14 I ド 20 板 4.S
1 6.2 190 良

2n スメー 19 $10.221
,っ0.200 19.0 070 229 12 1

17 I ド 1S 板 4.5 
f 6.5 105 J

7 ン
ホ - ス 19 0.227 19.0 S5S 91S 600 12 1

10
ナ ラ
イ タ ヤ
ア カ ダモ

14
洞板12

19 $0.2:0
,っ0.200

19.0
20.: 970 21:

547- 
7.5 
542-

ST

12 1
14 I ド

石 
板 4.6 
円 G.4

4 Go
iWl 80

石
■ ク . ・

スター 20 0.200 1n0
20.3 981 3:0 750 19 1

15 エ ッ 13 板 3.6
/ 4.S 60

0 ッ イ
モ ン ズ 1S 0.2S; 17.S SGo 200 60o 12 1 

7 ト ド — 板13.5 
ji 2.5 120

パ r ガ
スター 1s 0.190 10.0 S13 909 Goo 12 1

10
エ ゾ
ト ド 45 板 "7 ISO 血

スペャシ 
ヤク ソ ン 1S 0.210 17.S 980 230 500 "。1 ナ ラ 38 板 20 120 会

ノ ア ガ 
スター 1s 0.240 19.0 967 239 5S0 19 1

10
エ ゾ
I ド —— 板 w 180 貴

バ r ガ 
スター

1s
19

洞0:212
-0.272

0.1S2
-0.272

17.S
12.7

97G
667

990
161

400
G:O

12 1
10

ナ ラ
I ド 2S

板 14 
タルキ

湖120-
150 

ﾡ120-
150

・a
ン 

ホース 19 0.231 20.3 1,000 260 G00 11 1
10

I ド
エ ゾ

•
35-40 板 23

f 2S ISO

ン
ホ ー ス 1S 0.264 17.8 s20 200 G00-

650
10 1

10
ト ド
エ ゾ 11 板 S 00 120

18 — 17.S 727 192 000 12 1
14

ナラ、カ
ッラ、 セン

ﾡ s
ト ド6.1

板 6 
5 120 J

ク □ 
スター 18 — 17.s 800 212 700 12 1

12

ナラ、 タモ 
セン、ニレ 
カツラ 
刀 サ ダ

ナラ7 
カッラ

8
エゾ 7

板 5
6.5

6

ナ ラ90
トド

120
貴

ン
ホ ー ス 1s 0.272 17.S -72 170 000 12 1

15
I ド
エ ゾ

— 石
板 6 150



製材 
所名

製 作 
商hi 會 行

幼"’ 
ルさ 大 さ

ﾡv 
締 たさ

歯 
数 數

込 り 
逃ど 挽材極川

| ﾡ刑に に る
| 挽 材村
・ 原 木 と 品,

尚型の
'li 川 
期 liij 型

40 モ ン 
ホース

ージ
18

o ハ 
0.234

on
15.2

cn
72S 1S5 65G

i 尺 八 
12

i 15秒
ト ド
エ ゾ

1 
板

41 フアガ 
スター 19 0.180 17.S s30 200 700 "o' ナ ラ — 板 5..

角 J'i

42 商i仲木m 1s 0.950 15.2 7:9 170 550 12 1
30 板 4. 16( 不負

43 へ ン 
ホース 1s 0.212 19.0 837 198 600

ナラ、 セン 
クモ、 カッ 
ラ、シナ

1: 板 G.c 150

ナラ、タモ
44 モ ン

ホース 19 0.200 15.2 727 1S4 660 12 1
1S

シ ナ
カ ッ ラ 
セン、 ハン

1( 板5/ 150

45 スベ ヤシ 
ヤクソン 1S 0.242 17.8 S:3 196 640 12 1 

6 ナ ラ 1S 板 
6.3 120 ハ

46 1s 0.242 17.S S33 211 650 19 1
10 ・ ド G 板46 240 mA

1S 0.242 19.0 970 3a5 550 12 1
15 I ド 13 10.4 00 A

ェ ン
ホース 18 0.242 17.8 709 195 570 12 1

15
I ド
エ ゾ 5 板 4 150 央

49
e ン
ホース 1s 0.249 17.S s44 214 5G0 12 1 

10 ・ ド う 板 4 120 口

50 フアガ 
スター 1S 0.305 17.ぶ s09 175 650 12 1

12
エ ゾ

1• ド
25 板 6

"J IO 120

51 18 0.211 1S.4 070 230 500 10 1 ナ ラ :0 f 9
他 7.5 150

52 ノ r ガ 
スター

18 0.211 90.. 970 22S 500 10 1 
7 セ ン 50 板 155 

ﾡ 2.6 120 R

53 18 0.244 19.0 970 240 540 12 1
20 針 20 120 R

54 フ ア ガ 
スター 1s 0.305 19.0 970 214 530 12 1 

7.5 針t 1S
s 8

120

55 フアガ 
スター 18 0.244 19.0 970 923 4s0 12 1

11 エ ッ 20 板 I4.4 Ino
120

56 モ ン
ホース 1S 0.305 19.0 970 22° 4so 12 1

S
ェ ッ
I- ド

22 板 1 190

57 ノ ァ ガ 
スター 18 0 210 17.S 9so 218 460 12 1

7 エ ッ 30 板 1n 120 血

5S
へ ン
ホース 18 0.305 15.2 G70 92S 700 12 1 エ ゾ

ト ド 30 板 7 
角 15

120

59
•

18 0.244 17.8 SOO 185 000 12 1 
9 エ ッ 20 15 150

GO 17 0.305 20.3 1,000 230 650 12 1 
8 エ ゾ 10 7 190

梨り 
所

(作
(i G 名

初:•ノノ ﾡ •り 
大さ

納ハ
そさ

齒つ 
改 数

込 り 
通 挽 村所 如

Gl rガ 
スター

ゲージ
18

Cii1
0.ゼ77

cn
20.:

CI)
976 240 •ISO 1 1 

10秒 エ ゾ

18 0.212 1S.5 931 2:5 520 12 1
17 ナ ラ

18 0.26-1 18.5 031 2:0 460 12 1
1: ナ ラ

64 1s 0.272 17s s00 181 000 12 1 
27 ト ド

05 ノ r ガ 
スター 1S 0.250 17.S 810 210 050 12 1 I ド

G6 ノ ア ガ 
スター 19 0.227 90.3 995 o)oo ←・・ 590 12 1

12 ト ド

19 0.300 20.. 970 237 000 12 1
10 ナ ラ

08
- ン
ポース 1s 0.195 1S.5 976 240 400 12 1

10
ト ド
エ ゾ

69 ヘ ン 
ホース 18 0.203 20.: SS4 207 580 10 1

12 ナ ラ

ノ r ガ 
スター 19 0.105 20.. 97S 250 600 12 1

10
カ バ
ナ ラ

71 ン
ポ ー ス 19 0.239 17.S S:S 216 G50 19 1

12
エ ッ

ト ド

79 モ ン 
ホース 1S 0.299 17.8 739 16S 900 12 1

10 ・ ド

19 0.911 18.5 S4s 225 750 19 1
12 ト ド

74 ス ベ w シ 
ヤクソン 18 0.272

・
15.2 6s9 167 o00 12 1

15 ト ド

アガ 
スター

ie 0.342 20.3 960 311 500 12 1
15

ト ド
エ ゾ

76
- ジ
' - ル 19 0.150 15.9 (4) 

712 159 S00 19 1
12 ナ ラ

1s 0.212 17.S (4s) 
782 19s SOO 12 1

10 ナ ラ

ヘ ン
ホ ー ス 1S 0.250 19.0 9s4 255 450 12 1

12
ト ド
エ ゾ

79 19 0.173 20.3 9s4 226 575 12 1
12

I ド
エ ゾ

s0 1s 0.150 16.5 727 192 450 12 1
15

ナラ、 タモ 
シコロ

s1 • r ガ 1s 0.219 17. -7S 106 050 12 0.9
1()

ナラ、 セン
タ モ

1板 3.24 
角 7.55

6板 3

12 板 10

7

2-1
18
25
2O
199

26S

25
16
126
 

6
 

6
 

5

2.S
3.5S

 

板 

板 

板

板

板

板

一 

一 

一 

一

381
131-

121
381
吗

14ls
 - 
9
 

n
 

ラ
5-

針
ナ2

曲 利に よる
換 付村

27

曲型の 村
川 ・ 米

期 U 型

120 夬.

90

120

120

150

120

150 A
180 ・

60

120

120 貴

1:0 A
貴

w a
120 貴

150 J
120 費

120 前

150 典

130 小

120貴

(20) ( 21 )



製 
ti 會

作 
名

納の 
.キ

接 の 
大 さ

納
i

執;の 
止さ

ﾡv 
数

间轉 
数

送 » 
通 度 挽

尚州に と 
挽 村 付 
i 木 ； 興

る
・ i く上

1111

内州の 
(山i 川 

J川 岡
り肌 
况

フ 
ス

ア
夕

ガ ゲージ 
18

cm 
0.249

cm
19.0

cm 
9S-1 27S 5:0

冠 届
12 1 

10秒
工 
卜 ド

15 板 10 1s0

7 
ス

ア ガ 1s 0.213 17.S sIS 190 550 12 1 
13 針t 針 s 

7
板 
板

...5
お 5 150 R

スべ t 
ヤクッ

シ
ン 18 15.9 roo4 ・.・ノ 191 G5Q 12 1.1

13 針 ナ ラ
S.テ 仮 4 150 貴

フ
ス

ア
夕

ガ 1S 0.242 19.0 SS1 201 490 12 1
13 工

ド 
ゾ 9.G 板 5.: 00 貴

フ 
ス

ア
夕

力 1S 0.240 19.0 872 200 570 12 1
12

卜
工

ド 
ゾ o.s 板 5.5 90

ス
r
夕

ガ 1s 0.265 15.2 S1S 225 osQ 12 1
10

I 
工

ド 
ゾ 10 仮 1;0 A

ス 
ヤ

ペ \
ク ソ

シ
ン 18 F(0.25S 

う0.242 90.3 001 250 500 12 1
10

I 
工

ド
ゾ

T;
15 板 1: 150

1S 10.245 
i源0.211

19.0 076 217 509 13 1
12

I 
工

ド 
ゾ

nG
15 版

佝
6
4 150 血

19 0.189 19.0 97G 72ラ 700 12 1
12

I 
工

ド 
ゾ —— 4.S 90 小

サ
ウ

ン
イ ツ

ド 
ク 1S 0.270 17.S s60 196 585 12 1

S
I 
工

ド
ゾ 11.5 板 7 120

18 0.250 15.2 72S 1Gs 050 12 1
13 工

ド 
ゾ 19 依 G 120 典

18 0.250 17.8 S:0 193 500 12.1 
S 工

ド 
ゾ 10 板 7.G 1;0

18 0.250 17.S 1,000 290 4s0 12 1
S

I 
工

ド 
ゾ 10 板 7.0 150 J

7
ス 夕

ガ 1: 0.193
0.224 16.う S7S 2:9 600 12 1

15 針 ・ 板 0.4 Go 
1C0 m小

7
ス

ア
夕

ガ 19 0.349 19.0 954 228 500 12 1
12 工

ド
ゾ 板 14」 150 粕R

サ
ウ

ン
イ ツ

ド 
ク 1s $0.258

i蘭0.182
19.0 s8 115 650 12 1 

10-15
I 
工

ド 
ゾ 10 版 45 0J

18 $0.242 
潮0.182

19.0 970 22:3 500 12 1
12 針 1: 板 G Go 小

フ
ス

ア
夕

ガ 18 0.242 15.2 727 1SS 650 — 工 ッ ・9 板 G 90

フ 
ス 夕

ガ 1s 0.255 15.2 788 1S6 4s0 工 ッ 13 板 
們

5
4 120 相

フ
ス 夕

ガ 1s 0.949 17.S S1S 102 720 12 1
12

工
I ド 9.4 板 G.7 90

1s 0.225 20.: 961 233 550 13 1
11 ナ ラ 2.S 13.2 no

一
材
狀 

人

ri

挽
の
況 

良 

良

央

椚

良

不

底

良

r

良

晩
純
期

娯 い
人 さ

鋸ノノ 
fi

ダv 
そさ

関の 
数 數

送り 
速度

刑に る
挽材材找

取木 型l
cm
0.242

cm
19.0

cm
S45 2os 530

尺尺
1 1

10秒 工 ゾ 版 :
抑网-1

f |0.2-12 
ﾡO.152 20.: 970 25S 4s0 12 1

12 7 板 G

0.342 15.3 732 10 500 12 1
20

ナ 
夕

そ 10

0.:417 19.0 90S 213 — 12 1
13 工

ド 
ゾ 64

0.220 10.0 900 いoo・→- 720 1 1
16 ナ ラ 2! 板 1s

0.20; 19.0 SG1 203 5S0 12 1
15 ナ ラ 板 17

0.ユtう 19.0 S22 19s 1 1
14 ナ ラ い»い-→ 板 19

0.3S0 19.0 s40 209 550 12 1 
7

I 
工

ド
ゾ 16 版 1

0.290 2o.3 1,000 25S 4s0 12 1 
7

卜
工

ド 
ゾ 1s 版 14.5

0.:42 17.8 S23 203 600 12 1
10

卜
工

ド
ゾ 10 板 7.5

0.231 17.8 000 199 730 12 1 
S

卜
工

ド
ゾ 15 板 S

大割帶大齒型表

ﾡ竹 尚ﾡ M釣
一分liに 

歯ﾡﾡする 
| ﾡ尚基

枚 の 尚
喉而破

・川に 一分川に|
働 く 歯賞切断料 
喉 mlitするmist

20° 32° 3s°
CI
3.S 1.0 60,351

万 乂 
0.0029763

T方ﾡ
179.6 :0.0

%
17

1so 3se 34° o 一 o・/ 1.2 S3,970 0.0026107 917.4 443 20
10°:0" 35° 44°30 3.8 1.0 63,4S 0.0094540 155.S 72.0 46
12c:0 46° 31c:30 3.6 1.1 79,340 0.002S195 223.4 65.0 29

so 35° 47° 4.5 1.5 63,491 0.00:9150 "3.7 80.0 36
8° 37o 459 3.S 1.0 57,599 0.002!01S 138.3 60.0 4:;

150 4:° 32° 4.0 1.1 66,533 0.0033416 222.3 4s.0 21

24°30 24e:0 4e 2.4 0.9 8S,056 0.0017230 143.1 5.S ・ー・»t

16° 2oe 45° 3.G 1.1 52.930 0.0026107 138.2 1S.0 13
18°30 40°30 31° 3.8 1.4 51,760 0.002669S 137.8 36.0 26

※ SP30' 47°30 34° 4.0 1.1 4S,320 0.0027673 133.7 80.0 60
13030 34° 42030 4.0 1.1 44,244 0.0032372 143.2 05.4 46

( 22 ) ( 23 )



訓
工場 挽 
番獲

材 樹 歯 ___尚端 肉期
1

」ﾡ
1

一分げにI ﾡﾡ - 
ﾡﾡする 改 の ﾡ 
製:歯数「iisi

・分テliに -分川に
ﾡ く 尚Tt際切断*ド 
花 iiするist

た 村 師 歯情 曲端"
1

齒高
二両に

[iii::tI氏 Tii:tすiii:it

13 工 ッ マ ッ 16° 45° 20° :.S 1.1 59,soS 0.003S1S2 228.6 24.0 10 卜 ド マ ッ 1s°:0 40° :1c:30 4.0 1.うふ G:3,779
ポ方 
0.00:132S

不方C 
199S

ポ方 
4S.0

%
24

14 ナ ラ 210157 200307 29°15 4.5 14 01,414 0.004::3G 266.1 00.0 s4 工 ゾ、 I ド 2o°:0 2:,°:0' 46° 3.s 1..3 32,5:: 0.00 992:9 15:3.6 48.0 31
15 ナ ラ 25° 30° 2o° 4.3 1.6 4S,S62 0.004751-1 o)os o) -"一" 79.0 31 釣 ド マ ツ 21° 290:30 2o°:o 4.0 1:0 56,646 0.0027151 153.S 72.0 47
1G ド マ ッ 14015' 36° 39°4 4.5 1.4 5G,47G 0.0057573 ご2:.5 60.0 19 50 工 ッ、 ド 15°:0' 3so:0 36° 45 1.5 51,00S 0.0045う495 1:.4 60.0 26
17 ナ ラ 12° 4701 30°4ラ/ 45 1.9 59,64う 0.0034460 20う.う ラ1.4 9 51 ナ ラ 10° 44° 36° 4.2 1.4 5G,764 0.00:49S2 19:.6 100.0 50
1S ナ ラ 10° 49° 32o ・.や 1 61,502 0.002S195 173.4 554 32 2 セ ン 12°:0 44°15/ ::15 4.: 1.4 50,970 0.0040726 929.2 85.7 37
19 ナ ラ 15° 350 40° 4.6 1.3 54,504 0.002S017 156.5 4s0 31 52 工 ッ マ ッ 7° 41° 49° 4.6 1.4 G:,960 0.00:36027

0.00::ぷ959

9:0.4 36.0 16
20 ド マ ッ 数 16215/ 40°30/ 3:°15/ 4.3 1.3 40,560 0.0054400 1:9.S 24.0 工 ッ マ ッ o°:0 50°:0 :o° 4.5 1.2 55,9S2 190.0 96.0 51
91 F マ ッ. 13° 31°:30 45°30 4.0 1.2 55,う95 0.002401S 153.う 1..0 9

55 工 ッ マ ツ 1so 40° :2° 4.: 11 59,829 0.00:02S; 160.0 65.4 41
22 ド マ ツ 1S230 2se 43°30 3.0 1.9 74,635 0.002740G 205S 120 6

5f 工 ゾ、 b ド 尚列 な し — — — — — - — —
23 工 y、 I ド 16°45 49° 31°15 4.0 1.1 5S,790 0.0031:2S 177.9 4s.0 ャY〜*.. •

ワ 工 ゾ ・マ ッ 17° :2° 41° 4.5 11 4S,9S5 0.0032372 15S.G 109.9 65
94 工 ッ、 卜 ド 20° 34°:07 35°30 1.2 47,540 0.0034982 100.: 79.0 43 工 ゾ、 ド 11° 47° :329 4.9 1.5 7S,774 0.00:G549 287.9 90.0 31
25 卜 ド マ ッ 14°15/ 45°:0 30°15 44 1.2 64,134 0.0032372 907.0 51.4

5 工 マ ツ 150 40。 :50 4.5 14 50,9:1 0.(0:9159 190.1 80.0 40
26 ド マ 17e30 44° 2se30 42 1.4 56,517 0.0040720 230.2 49.:

() 工 マ ッ 16° 3so ,:6° 4.: 1.5 71,576 0.00:S11G 279.S 90.0 :3
27 ナ ラ 22°30/ 45° 22°30/ 4.0 1.1 00,S99 0.0030805 187.4 73.0 ハ•「

n1 • エ マ ツ 18° 25°:0" 40°:307 42 1.5 50,496 0.00:9089 167.7 72.0 43
ss 卜 ド マ ッ 17930 31° 41°30 4.5 1.1 57,510 0.00:4400 198.2 51.4

f2 ナ ラ 90°157 24°45/ 45° 3.5 1.1 57,599 0.002-101S 1:S.: 49.4 31
29 工 ゾ マ ッ 13030 36°30/ 40° 3.9 1.1 so,599 0.00-181S1 3ss.0 4s.0 1

f ナ ラ 17° :1o 52° 4.: 1.: 40,S64 0.00:35416 166.6 55.4 3:3
30 卜 ド マ ツ 1s9 40° ooo・ー 3.9 1.3 59,500 0.0032372 193.6 109.n h

心 卜 ド マ ッ 20° 20° 50° 3.G 1.2 51,306 0.0027151 1:0.0 26.6 19
:1 工 ゾ、 ド 20o 410157 28°4 4.4 1.3 54,72S 0.0031400 1sS.0 72.0 淤 I ド マ ツ 1s015 46°:0 250157 4.1 1.1 G1,S45 0.009140S 1:.」 72.0 54
32 ナ ラ 15° 35° 40° 4.0 1.4 56,1S9 0.002S717 107.0 5う : • \ ド マ ツ 18° 20° 52° 4.0 1.1 64,937 0.002S195 1s:.1 60.0 33
:3 工 ッ、 I ド 20°15/ 4S015/ 41°50 4.0 1. GS,617 0.003S116 261.5 72.0

(7 工 ゾ、 I ド 910157 17e15 51030, 3.6 1.1 70,176 0.0023496 1619 108.0 6G
34 卜 ド マ ツ 12°30' 4s9 90e30 4.: 1.3 50,957 0.0023416 170. 72.0 4 ナ ラ 20030 42° 27°30' 4.1 1.3 47,0Ss 0.0036549 172.1 72 0 42
35 工 ゾ、 I ド 19°:0 370:30/ 3:° 4.0 1.3 74,60s 0.0034460 257.•1 55.0 91 ナ ラ 12°30 459 :32030 4.1 1.: 38,519 0.00:5505 207.S 50.0 94
:6 ゾ、 I ド 17°30' 37c30 350 4.4 1.S 79,729 0.0034460 250.G 50.0 ナ ラ 10°457 44°15/ 359 3.7 1.9 73,425 0.0025062 184.0 79.0 39
37 ナ ラ 12°:0 279 50°30 5.1 14 55,092 0.0039159 217.S 51.4

71 工 ゾ、 ド 14°:0 35°:0 40° :.9 1.2 GG,s:o 0.00:401S 160.5 60.0 37
3s ナ ラ 15°45 300307 43°45 4.0 1.4 6S,073 0.003706：) 252.: 00.0 4 72 ド マ ッ 29° 37° 24o 3.4 1.1 72,502 0.00219:0 159.0 72.0 45
39 工 ッ、 I ド 10° 44° 36° 4.0 1.0 4S501 0.0026628 129.1 4s.0 ド マ ツ ono 3o° :7o •» o»・)・") 0.9 70,94: 0.0022451 179.5 60.0 〇〇・)・>
40 工 ゾ、 I ド 16°:0 26°30 40° 3.4 1.4 49,002 0.0032372 15S.5 480

74 ド マ ッ 16°:0 29°:0/ 4° 4.4 1.: 7:,S47 0.0040796 300.7 4S.0 16
41 ナ ラ 16° 47° 27° 3.1 1.0 07,2S0 0.002S717 193.2 S4.0 4 77 工 ッ、 ド 9°:0/ 49°:30 31° 4.2 1: 57,S77 0.00:5505 205.5 4S.0 ・
42 工 ッ マ ッ 91° 34° 35° 3.7 1.1 46,429 0.0027150 126.1 94.0 1 7 ナ ラ 22°15/ 95°457 42° 4: > 1.1 57,229 0.0022:372 185.: 60.0 32
43 歯型な し — — — — — — 一 — 一 77 ナ ラ 1S°3O 22°307 49° 4.0 1.0 74,349 0.0026107 194.1 72.0 37
44 ﾡ型 な: し — — — — — — — — 78 工 ゾ、 卜 ド 14° 46。 30° 4.0 1.1 55,S20 0.0025062 1:39.9 60.0 43
45 ナ ラ 15° 30°307 3s230/ 4.3 1.3 60,074 0.00 34100 207.2 120 0 が 7 工 y、 b ド 11° 44° 35° 4.5 1.2 63,2:35 0.003G027 297.S 60.0 26
•16 b ド マ ッ 23°30 27° 29°30/ 4.0 1.1 65,GS4 0.0036027 236.0 72.0 ナ ラ 8° 4o° 33° 4.1 1.2 41,792 0.0021929 91.5 48.0 52



制作1
丁場 挽 
番ﾡ

村樹 和 歯 t ﾡ端 尚歯歯 ﾡﾡす る
M:尚数

枚 の
喉 iiiat

81ナ ラ 8° :7° 45° 4.2 1.2 9,174
方 

0.00:;1Sう0

S2 エ ゾ、・ ド 5015/ 49°457 350 3.2 1.2 71,60G 0.0025009

8: エ ゾマッ 10° 50°:07 20°:0/,4.5 1.。 46,S92 0.003:4S1

s エ ゾマッ 1:9 o1e 169 4.1 1.4 59,45S 0.00:0549

S5 工 ゾ、トド 1:° 5:° 24° 40 1.1 4S,100 0.0027151

SG 工 ッ、ト ド 16° 39° 35°, 4.1 1.5; 56,320 0.00:19S2
S7 エ ッ、・ ド 7° 3:° :09 4.。 1.2 GS,G4S 0.002G107
SS 工 ッ、トF 15° 4:° 39e 4.0 1.3 G0,:75 0.00:4982

エ ゾ、I ド 20°:0/ :10:0/ os° 4.1 1.3 61,676 0.0041771
90 工 ゾ、トド 12° 340 440 3.7 1.1 94,1:: 0.002:40ラ
91 エ ゾ、・ ド 11° 420 :70 4.2 1.4 57,44S 0.003G5-19
9: エ ッ、・ ド 6° 2s9 569 4.1 1.:, 59,051 0.0026107
9: ド エ、ゾ I 13° 36° 410 4.6 1.9 51,956 0.00::416
94 エ ゾ、・ ド 10045' 3So15/ :59 4.: 1.1 74,005 0.00:6549
95 ェ ゾマッ 2:045/ 97e15 3oe :9 1.3 70,309 0.002S717
9G エ ゾ、トド 2:04ラ' 28°15/ 48° 4.4 1.5 52,440 0.00!4:S1

97 エ ゾ、トド 210 340 550 4.0 1.1 :5,107 0.0097150
os ェ ブマッ 15°:0 38°:0/ 36° 4.2 1.1 う5,0:G 0.00992:9
99 工 ゾ マ ッ 70:30/ 450:07 370 3.S 1.2 59,01う 0.00:1G:0」

100 ェ ゾ マ ッ so 499 40° 4.1 1.1 :39,704 0.0041S1S
101 工 ゾ、I ド 90°:30/ 2S°:0 410 4.4 1.6 09,0: 0.004:3:7
10ツ ナ ラ 13° 34°:307 42°:0' 4.2 1.4 6:,S49 0.0033416
10: 工 ゾ マ ツ 17015 42° 3045 4.。 1.: 59,291 0.00313*
104 工 ゾ マ ツ 20040 300 ::y9 3.:; 0.9 61,120 0.0023973

105 ナ ラ ※ 94e30 320:。 :33○ 3.1 0.9 46,045 0.0099001

106 卜 ド、ェ ゾ 17o 470 26° 3.9 1.3 46,049 0.0021932

107ナ ラ 1so 41° :1o 4.2 1.9 77,944 0.00292:9

:cs ナ ラ 13° 49° 35° 4.2 1.0 5S,70S 0.0027G7:

1n9 ナ ラ 11045 ::3° 45°15 4.2 1.1 70,904 0.00:1S50

110 工 ッ、ト ド 16° 46°30 27e30/ 4.1 1.9 54,006 0.0039S94

111 エ ゾ、ト ド 1S°15/ 410 30045 4.0 1.2 51,2SS 0.002S105

112 工 ゾ、トド 13° 16° 610 3.4 1.3 5S,322 0.00:1S50

11:; 工 ゾ、I ド 159 20° 490 4.。 1.3 7O,S24 0.00:028:

1:
悶
网
ガ
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国
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小
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分
際
る

效

217.;; 72.0 ** 1

130.S 55.4 4
107.0 60.0

170.2 72.0 4

211.9 72.0 ：u
257.G 00.0 9
221.2 0o.0 y
210.0 90.0 " 1

1:7.5 55.4

17:.G 90.0

274.0 90.0 ボ

202.0 4S.0 9l
9:2.7 0o.0 黑
93 5 5ラ4 5

100.9 (o.0 :コ
2140 — 一
106.0 — 一

2Gs.S 00.0

21:.: .4 ・11・ •
10:.8 79.0 4
140.4 60.0 バ
1::.9 :0.0 **

101.0 :G.0) .、•

997.9 4.0 ・

109.5 4s.0 ・

2958 n1.4

177.6 102.S ns

1G7.9 102.8 G

1S5.S 79.0

2145 90.0 42
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